
歳 入
1,064億円

特 集／平成２３年度決算

平成２３年度の決算がまとまりました。今回の特集では、皆さんから納めていただいた税金などの
使い道について報告するとともに、市の財政状況を公開します。

数字で見る平成23年度決算

（数値は四捨五入しています）

効果的な予算の執行と
経費節減を
進めています
歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財

源を引いた実質収支額は、一般会計が22億円、特
別会計全体が35億円、公営企業会計全体が11億
円といずれも黒字となりました。

一 般 会 計 教育・福祉・土木など、基本的な
行政運営の経費を賄う会計です。

平成２２年８月に課税を開始した
事業所税が通年課税になったこと
などにより、前年度より３１億円の増！

増収の主なものは、事業所税のほか、県支出金や地方
交付税などでした。減収の主なものは、発行額を抑制し
た市債、市有地売り払い収入が減少した財産収入などで
した。

市民の
皆さんから
（市税）

※①目的税…特定の経費に充てるために課される租税

個人市民税
173億円

法人市民税
56億円

固定資産税
310億円

目的税※①
（事業所税・都市計画税・入湯税）
51億円

その他
29億円

国や県から
（国・県支出金）
194億円（18.2％）

借金（市債）
47億円（4.4％）

市の財源から
（譲与税・交付金）
58億円（5.5％）

諸収入
49億円（4.6％）

国からの配分（地方交付税）
28億円（2.6％） 繰越金 26億円（2.4％）

その他 43億円（4.1％）

歳入

619億円
（58.2％）

事業所税って何？
人口３０万人を超える都市など

で、一定規模を超える事業を営む
法人や個人に対して課税される
税金だよ。
納めてもらった税金は、企業活

動が行いやすいように道路を整
備するほか、教育施設の整備など
にも使われているよ。詳しくは、
8ページを見てね！

こにゅうど
うくん

教えて！

〈一般会計〉
22億円
の黒字

歳 入 歳 出 翌年度繰越額
1,064億円 1,034億円 8億円－－ －－ －－－－

事事業業のの重重点点化化にに努努めめ、事業の重点化に努め、

2 No.1370 平成24（2012）年12月上旬号



４億円の
黒字

105億円
101億円下水道事業 収入

支出
収益的
収支

特 別 会 計

増額の主なものは、新総合ごみ処理施設の整備費のほ
か、子宮頸がんなどのワクチン接種費、子ども手当、サテラ
イト型特別養護老人ホーム建設補助金などでした。減額の
主なものは、国の交付金の減による道路事業などでした。

けい

その他 9億円（0.8％）

161億円
303億円
6億円
6億円
3千万円
13億円
3億円

170億円
44億円

競輪事業
国民健康保険
食肉センター食肉市場
土地区画整理事業
住宅新築資金等貸付事業
公共用地取得事業
農業集落排水事業
介護保険
後期高齢者医療

156億円
281億円
5億円
6億円
1千万円
13億円
3億円

164億円
43億円

一般会計からの
繰入金収 入区 分 支 出

15.4億円
3.6億円
5.9億円

1.5億円
24.0億円
23.9億円

4千万円桜財産区 ２百万円
一般会計からの繰入金収 入区 分 支 出

―

特定の保険料や料金収入によって事業を行うもの
の会計です。本市では、下記の９事業です。

公 営 企 業 会 計

財 産 区

採算性のある事業に適用される会計です。本市で
は、下記の3事業です。

※④収益的収支…公営企業の経営活動に伴う収入とそれに対
応する支出。主な収入は営業収入（水道事業の場合は水
道料金）など。主な支出は職員の給与や施設の修繕費など

※競輪事業特別会計からは一般会計に1億円が繰り出され、
教育や福祉などの事業に充てられました

※②財産区…市町村の一部で、財産または公の施設の管理・処分を行うこと
を認められた特別地方公共団体（四日市では、桜財産区管理会が桜財
産区を管理。財産区にある山林の貸し付けなどを行っている）

74億円
70億円

４億円の
黒字水道事業

歳入
706億円

歳出
671億円

歳 出
1,034億円

福祉に（民生費）
341億円（33.0％）

道路や公園などに
（土木費）
157億円（15.2％）

税務・戸籍・
防災などに
（総務費）
138億円
（13.4％）

借りたお金の返済に
（公債費）
113億円（10.9％）

ごみ処理や保健などに
（衛生費）
107億円（10.3％）

学校教育などに
（教育費）
87億円（8.4％）

商・工業に（商工費）
34億円（3.3％）

子ども手当や新総合ごみ処理施設の
整備などにより、
前年度より２７億円の増！

歳出

介護保険における保険給付費などの
増額により、前年度より26億円の増！

国民健康保険における
前期高齢者交付金などの増額により、
前年度より31億円の増！

収入
支出

収益的
収支
※④

※②

170億円
167億円

病院事業
（市立四日市病院）

収入
支出

消防に（消防費）
34億円（3.3％）

農林水産業に（農林水産業費）
14億円（1.4％）

僕と一緒に
市の財政状況を
チェックしよう！

3億円の
黒字

収益的
収支

水道事業・病院事業・下水道事業いずれも黒字！

緩緩ややかかにに財財政政改改善善緩やかに財政改善
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事業で見る平成23年度決算

「みんなが誇りを持てるまち」を目指し、事業を推進、
被災地・被災者支援、防災力の向上も
平成２３年度は、新たに策定した「四日市市総合計画」の初年度に当たり、

市では、｢みんなが誇りを持てるまち｣を目指し、３年間で重点的に取り組む
「第１次推進計画事業」を中心として、さまざまな事業を推進してきました。
また、東日本大震災を受けて、被災地・被災者支援および本市の防災力向上が
早急に取り組むべき事業であるとし、補正予算（※①）において事業費を計上しました。
※補正予算①…当初予算成立後に発生した事由によって当初予算通りの執行が困難になった時に、本予算の内容を変更するように組まれた予算

「都市と環境が調和するまち」を目指して･･･ 決算額 41億円

公共下水道事業（汚水）
水道整備事業
新総合ごみ処理施設整備事業
南部埋立処分場延命化対策事業
拠点駅周辺整備事業

近鉄四日市駅交通拠点化事業
近鉄四日市駅東駅前広場に
案内看板を設置。市を訪れる
皆さんに、公共施設や観光施
設などを分かりやすく案内し
ています。

新総合ごみ処理施設の整備など、環境に配慮しながら都市を維持・管理する事業を推進

事業名 決算額
（百万円）

1
2
3
4
5

事業
ピック
アップ

「第１次推進計画事業
」別

決算額上位５事業を
一挙公開！

1,189万円

「いきいきと働ける集いと交流のあるまち」を目指して･･･ 決算額 6億円

企業立地奨励金交付事業
半導体関連工場の新棟や中小企業
の新たな投資など、64件の事業に
対して指定・助成を行いました。事
業所の新増設は、産業の活性化と
税収・雇用の拡大につながります。

企業立地への支援や観光推進など、四日市の魅力を高める事業を推進

事業名 決算額
（百万円）

1
2
3
4
5

事業
ピック
アップ 5億7,547万円

「誰もが自由に移動しやすい、安全に暮らせるまち」を目指して･･･ 決算額 27億円

公共下水道事業（雨水）
道路橋梁整備事業
消防力・救急体制強化事業
一般住宅耐震化推進事業
公共施設ストックマネジメント事業

大型化学高所放水車を配備
コンビナートの石油タンク
火災などに出動し、高所
から泡放射をします。

道路・橋梁の整備や消防・救急・防災の強化など、安全に生活できるよう事業を推進

事業名 決算額
（百万円）

1
2
3
4
5

事業
ピック
アップ 1億940万円

企業立地奨励金交付事業
買い物拠点再生事業
臨海部工業地帯有効活用事業
民間研究所立地奨励金交付事業
観光推進事業

575
11
10
7
6

1,097
755
214
201
169

ラブ

３月に、県内で
初めて導入したよ。
小型で動きやすい
のも特徴だよ

1,471
1,133
631
162
160

4



子どもたちへのきめ細かい支援、ほかにどんなことをしてるの？
不登校やいじめなどを未然に防止、早期発見・解決するために、小・中学校にスクールカウンセラー

や心の教室相談員の配置を進めているよ。緊急時には臨床心理士などを派遣して、心のケアを行っ
ているんだ。
また、小学校高学年と中学生を対象に年2回、｢児童生徒の学級生活の満足度や学校生活への意
欲等を診断する調査｣を行うことで、子どもたちの心の内を把握するように努めているんだって。

被災地支援 7,304万円

本市へ避難された被災者への支援 2,722万円

●市民の皆さんからご提供いただいた救援物資および市の備蓄物
資を宮城県、仙台市、宮古市、水戸市へ搬送し、避難所に提供、岩
手県、宮城県、福島県に見舞金を支出

●罹災証明の発行事務や避難所の運営支援 など

●予防接種や保育所などの子育て関連の支援、就学援助などの教
育に関する支援

●市営住宅の提供、就労の支援 など

特 集／平成２３年度決算

東日本大震災への
支援

「市民が支えあい、健康で自分らしく暮らせるまち」を目指して･･･ 決算額 68億円

病棟増築・既設改修事業
医療機器整備事業
子育て関係医療費助成
保育所整備事業
サテライト型特別養護
老人ホーム整備事業

3,997
636
565
370

232

乳幼児医療費助成を小学校修了まで拡大
平成23年9月診療分から対
象年齢が小学校｢就学前｣か
ら「修了前」に拡大しました。そ
れにより、前年に比べて、受給
者が約1万5千人増えました。

福祉施設や保育所の整備などにより、安心して自分らしく生活できるよう事業を推進

事業名 決算額
（百万円）

1
2
3
4

5

事業
ピック
アップ

「心豊かな“よっかいち人”を育むまち」を目指して･･･ 決算額 15億円

中学校１年生の30人学級制を実施
中学校に進学することによる環
境変化にきめ細かく対応するた
め、平成23年度から30人学級
制を公立中学校で実施していま
す。それにより、学習成果の向
上がみられました。

校舎改築や学校教育における相談体制の強化など、未来を担う子どもたちへの事業を推進

事業名 決算額
（百万円）

1
2
3
4
5

事業
ピック
アップ 4,724万円

校舎改築事業
少人数学級拡充事業
途切れのない指導・支援事業
武道場建設事業
霞ヶ浦第１野球場改修工事

659
186
165
107
95

5億6,491万円

こにゅうど
うくん

教えて！

りさい
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４つの指標で
財政の健全化度合いをチェック！
地方公共団体が適切に財政運営をするために、財政健全化に関わる４つの指標の公表

が義務付けられています。ここでは、４つの指標から、四日市市の財政状況を紹介します。

いずれも基準以内、今後もさらなる健全化の推進を
財政の健全化度合いを測る４つの指標はいずれも国の定める基準以内となりました。しかし、実質公債費比率と将

来負担比率が全国平均に比べ高いことから、今後、さらに財政健全化を推進していく必要があります。

一般会計などでの赤字をチェックする

実質赤字比率（※①）は？
赤字なし
（０％）

赤字なし
（０％）

早期健全化基準（※②）11.25％、
全国の市区町村の中で
実質赤字額があるのは２団体

問題
ありません

連結実質赤字比率（※③）は？
全会計での赤字をチェックする 早期健全化基準16.25％、

全国の市区町村の中で
連結実質赤字額があるのは９団体

１年間に、財政規模に対し返済する
借金の比率をチェックする
実質公債費比率（※④）は？

早期健全化基準25％、
全国の市区町村の平均は９.９％ 14.7％

全国の平均
より悪い
国の健全化
基準以内

将来負担すべき債務が
どれだけあるかをチェックする
将来負担比率（※⑤）は？

89.0％早期健全化基準350％、
全国の市区町村の平均は６９.２％

※①実質赤字比率…１年間に安定して得ることができる収入（標準財政規模）に対して、一般会計などの赤字がどれだけあるかを測る
※②早期健全化基準…「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」で規定された地方公共団体の財政の健全性に関
する基準。基準を下回るほど健全

※③連結実質赤字比率…標準財政規模に対して、全ての会計の赤字がどれだけあるかを測る

※④実質公債費比率…標準財政規模に対して、１年間に返済する借金がどれだけあるかを測る

※⑤将来負担比率…標準財政規模に対して、全ての会計および外郭団体なども含めた将来負担すべき債務がどれだけあるかを測る

●全国の市区町村の平均値は、総務省発表の速報値に基づいており、今後変動する場合があります

指標で見る平成23年度決算

結局、四日市の財政状況はどうなの？
４つの指標はいずれも国が定めた早期健全化基準以内には収まっているけれど、実質公債費比率
が平成２３年度の全国の市区町村平均よりも４.８％高いよ。また、将来負担比率も全国の平均よりも
19.8％高いね。
他都市に比べると借金の負担の割合が大きいってことなんだけど、その費用は、道路や下水道の

整備といった、市民の皆さんが快適に暮らすための社会基盤の整備に使われてきたものなんだ。
つまり、末永く使われる社会基盤の整備に必要な経費は、長期間かけて、今の世代の税金と将来世

代の税金で分かち合って負担しているということなんだね。

こにゅうど
うくん

教えて！

四日市の
財政状況は？

??

6 No.1370 平成24（2012）年12月上旬号



資産増加、負債減少により、
財政の健全化が進んでいます
市の資産や負債の状況、行政サービスにかかったコストなどを明らかにする

ために、「財務諸表」を作成しています。「財務諸表」は、「貸借対照表（※①）」
「行政コスト計算書（※②）」「資金収支計算書（※③）」「純資産変動計算書
（※④）」の４つで構成されています。ここでは、「貸借対照表」を通し、市の資産
と負債の状況をお知らせします。対象となる会計は、一般会計、特別会計、公
営企業会計、一部事務組合、公社などの関連団体を含めた連結の会計です。
資産は、市の貯金である基金の24億円［うち財政調整基金（※⑤）15億円］

の増などにより、総額で６８億円の増加となりました。負債は、市債発行の抑制
などにより、総額で５３億円の減少となりました。合わせて純資産（※⑥）として
は、昨年より１２１億円増加し、市の財政の健全化が図られています。
※詳しくは、市ホームページ（http://www5.city.yokkaichi.mie.jp/）でもご覧いただけます

平成２３年度「貸借対照表」

■市の資産の推移

■市の負債の推移

※①貸借対照表…年度末時点において
どれだけの資産・負債・純資産がある
かを表したもの

※②行政コスト計算書…市民サービスに
要したコストの収支を示したもの

※③資金収支計算書…収支を、一般的な
行政の活動に関するもの、固定資産
の取得などに関するもの、借金の返
済などに関するものの３つに分けて表
したもの

※④純資産変動計算書…純資産が、前
年度からどのように変化したのか、その
原因が何かを示すもの

※⑤財政調整基金…災害など、予測でき
ない支出に備えたり、年度間の財源
の不均衡を調整するためなどに積み
立てるための基金

※⑥純資産…資産から負債を差し引いたもの

資産
9,188
億円

負債
2,769
億円

純資産
6,419
億円

非金融資産
8,436億円

資金
263億円
債権
154億円
投資など
32億円
基金・積立金
303億円

0

500

8,000

8,500

9,000

10,000

9,500

0

1,000

2,000

3,000

（億円）

（億円）

9,195 9,159 9,120 9,188

平成
20年度

21 22 23

平成
20年度

21 22 23

3,048 2,945 2,822 2,769

資産と負債

流動負債
318億円

翌年度償還
予定市債
205億円
未払金
83億円
預り金など
30億円

非流動負債
2,451億円

市債
2,068億円
退職給付
引当金など
178億円
その他
205億円

事業用資産
（市庁舎、学校など）
1,703億円
インフラ資産
（道路、公園など）
6,731億円
繰延資金
2億円

金融資産
752億円

特 集／平成２３年度決算

●貸借対照表から分かる四日市市の資産と負債の状況

社会資本形成の世代間比率
庁舎や道路、公園などの資産で、
今までの世代で負担が終わっている割合

76.1%
平成22年度の74.6％
に比べ1.5ポイント改善

社会資本に対する、現在までの世代の負担割合［＝純資産/（事業
用資産＋インフラ資産）］を「社会資本形成の世代間比率」といいま
す。その比率が高いほど財務の安定性が高いと言われています。

純資産比率とは、総資産に占める純資産（今までに蓄積してきた
額）の割合です。その比率が高いほど財務の安定性が高いと言
われています。

純資産比率 69.9%
平成22年度の69.1％
に比べ0.8ポイント改善

7No.1370 平成24（2012）年12月上旬号



無駄を省き、借金を減らし、財政の健全化に努めています
本市の普通会計（※①）決算の状況を、本市と類似した15の都市（※②）と比較することで、客観的に評価します。

本市は、他都市に比べ、自主的な収入の割合が大きく、国・県支出金などに頼らない比較的安定した財政運営を行っ
ています。また、他都市に比べ、これまで行ってきた社会基盤の整備による借金の負担が大きいものの、着実に負担を
減らしており、今後も将来を見据えた健全な財政運営を行っていきます。
※①普通会計…他都市間との比較などができるようにした会計で、本市では一般会計に特別会計の土地区画整理事業、住宅新築資金等貸付事
業、公共用地取得事業分を合算したもの

※②15の都市…中核市もしくは中核市を目指している人口30～35万人の都市、および東海3県の中核市
〈比較団体〉青森市、秋田市、郡山市、いわき市、前橋市、川越市、岐阜市、豊橋市、岡崎市、豊田市、大津市、高知市、久留米市、越谷市、吹田市

予算から決算、そして予算へ

※③経常収支比率…人件費など、必ず支払わなければならない経費が一般財
源に占める割合。数値が低いほど弾力性がある

目的税の使い道
市の財政を支える２つの目的税の主な使い道
を紹介します。
事業所税 平成23年度収入／24．9億円

都市計画税 平成23年度収入／26．3億円

道路、公園、教育文化施設などの都市環境の整備や
改善に使われます。

都市計画事業または土地区画整理事業に使われます。
●公園・下水道整備などに 21.7億円
●地方債償還金および地方債利子に 4.7億円

産業支援道路
整備
道路改良

保育所整備

通学路整備
小学校改築
中学校改築
武道場整備
霞ヶ浦緑地
運動施設整備
公園施設の
維持管理

0.6億円
5.5億円

1.9億円

0.2億円
1.1億円
0.2億円
0.3億円
0.5億円

0.2億円

※数値は四捨五入のため合計に差異があります

主な使い道 額 内 容
企業活動に寄与する道路の
機能維持のための再舗装など
道路の新設改良など
公立保育園の耐震補強工事
（橋北、坂部保育園など）
民間保育所の耐震補強工事の補助
（日の本、たいすい中央、フジ保育
園など）
交通事故防止のための通学路の整備
河原田小学校改築工事
富田中学校改築工事
中学校の武道場整備
霞ヶ浦野球場への電光掲示板の
設置など
街路樹の剪定、公園樹木の管理、
公園施設の修繕

貯金の
残高

財政の
豊かさ

将来負担
すべき債務

1年間に
返済する
借金の比率

財政の
余力

借金の
残高

69.2％

69.2％

他都市と比べると？

四日市市

比較団体
平均

55.8％

55.8％

（※③）

（16団体中2位）

（16団体中11位）

（16団体中15位）

（16団体中2位）

（16団体中7位）

（16団体中7位）

自主財源比率

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率 積立金現在高

地方債現在高

66.0％

89.0％

8.9％

89.2％

1,150
億円

932億円

200
億円

213
億円

84.2％

14.7％

難しい言葉と数字の羅列で、なんだか読む気が起こらない。決算に対しては、そんなイメージを持っている人が多いと思いま
すが、今回は、少しでも目を通してもらえるように、四日市のゆるキャラ｢こにゅうどうくん｣に登場してもらい、紙面を柔らかい雰
囲気に仕上げました。市では、一会計年度を通して、市民の皆さんにご協力をいただきながら、さまざまな事業を行っていま
す。この機会に、市の財政状況と事業運営に興味を持っていただき、ひいてはこの特集が、市の事業にご参加いただくきっか
けになればと思います。（財政経営課 田中、広報広聴課 塚原）

特集を終えて

特 集／平成２３年度決算

市ではそれぞれの年度で決算をまとめ、分析し、それらを踏まえて次の予算を立てています。一会
計年度ごとに事業を評価することで、より効果的な事業運営ができています。市の財政は、確実に
借金を減らし、資産を増やしています。今後とも、厳しい目で、さらなる財政の健全化を目指します。
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